






2 ．研究開発マネジメントについて（スケジュール） 

研究開発項目 2024年度 

(2024/10～ 

2025/3) 

2025年度 

(2025/4～2026/3) 

2026年度 

(2026/4～2027/3) 

2027年度 

（2027/4～

2027/9） 

国立大学法人九州大

学 

A．酸化物イオン伝導

性セルの開発と高性

能化 

 （2024/10～2027/9） 

B.プロトン伝導体セ

ルの開発と高性能化 

 （2024/10～2027/9） 

C.Double Decker型

セルの開発と性能向

上 

 

株式会社ノリタケカ

ンパニーリミテド 

A．酸化物イオン伝導

性セルの製膜法の検

討 

（2024/10～2027/9） 

B．プロトン伝導体セ

ルの製膜法の検討 

（2024/10～2027/9） 

C. Double Decker型

セルの製膜法の検討 

 （2024/10～2027/9） 

     

1年目 3年目2年目

本研究の検討項目

①平板型LSGMセルの作製と
性能向上

ーテープキャスト法
ーディップコート法

②平板型プロトン伝導性セルの作製と
性能向上 大判化

③Double Decker型セルの作製
ー積層型セル
ー組セル型セル

④出口戦略の作製

ー入手可能な電力の調査























４．今後の見通しについて
実用化・事業化に対する今後の課題と対応方針

①LSGM酸素イオン伝導性セル(upper cell)
・電解特性の向上、作動温度の500℃への低下
・劣化機構の明確化と長期安定性の向上
・インクジェット製膜による大判化への対応

中間電極とLSGMの反応抑制（材料選定済、層厚みを適正化して 効果確認）
・LSGM膜、反応防止層の積層構造の印刷形成

②BZCY系プロトン伝導性セル(bottom cell)
・セル処理および水蒸気電解特性の改善
・ BZCY電解質と適合する熱膨張特性を有する活性な複合電極材料の開発
・劣化機構の明確化と長期安定性の向上

③Double Decker型セル
積層型セル
・大判化と長期安定性の向上
・さらに優れた性能を示す中間電極の探索
・さらに活性な空気極触媒の開発
組セル型セル
・用いるセルの信頼性の向上とガスシール性の向上
・中間電極内でのセルの直列時の接触抵抗の低減
・運転条件の最適化
・長期安定性の評価と安定性の向上

Double Decker型セル






